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「常に進化し続ける」 

 

合掌  爽やかな晴天続きの大型連休でした。ゆっくり、のんびり休まれましたか？私は、まず自宅周りの草

引きと芝刈り、衣替え、家庭菜園への夏野菜の植え付け、BBQ・魚釣り等の息抜き、そして長女に孫が生まれた

ので（７人目）東京で４日間、友人の一周忌で金沢へと、今までにない長い連続休暇を頂きました。 

 

理事長時代の長期出張や海外旅行時にも感じていたことですが、身近な仕事や家庭を離れた時にリフレッシ

ュし気分転換を図ることはとても大事です。しかし、完全に仕事を忘れてしまうというのは危険であり、車で言え

ばアイドリング状態を持続し、現場復帰した時にすぐフルスロットルで走れる用意をしておくことが大事だと考え

ています。そして、日常では接しがたい新鮮な面に触れ、新たな感性も磨き、自然や真新しい出来事から学び

続ける自分でありたいとも願っています。そう考えれば、遊びや非日常の世界からこそ、普段見えにくいドキッと

した驚きに気づくものです。 

 

お陰さまで、前回号でもお伝えしましたが、ダスキンフランチャイズチェーン全国加盟店会の理事長職を来週

１７・１８日の総会で終えることとなりました。あっという間の４年間であり、中味の濃い大変な４年間でもありまし

た。大きな学びと気づきの連続でした。７・８日と、金沢に眠る副理事長をお受けいただいた友人・谷本大幸氏の

一周忌に感謝と御礼の報告に伺って参りました。次期理事長候補筆頭の温厚な実力者でありましたが、志半ば

で病魔に侵され帰らぬ人となられました。残念でならず、悔やまれた一年でありました。しかし、谷本家は気丈に

奥様が懸命に支えられ、会社も番頭さんが繋ぎの社長となり、まだ若い息子・副社長をしっかり支えながら運営

されておりました。 

 

組織の維持・継続は、ここが大切だと思うのです。いつ何が起こるか分からないので、日頃からの準備や対

応をできるだけしておくべきだとは思いますが、本当のマサカには人は只呆然として何も手につかず戸惑うばか

りとなるかもしれません。結局、大事なことは何にも動じない精神力・判断力・行動力を日頃から養っておくこと

です。それは、日々のきちんとした生活の中から養われてくるものだと思います。日本人は長い歴史の中から、

思うようにならない自然に対する畏怖と感謝から培われた文化を持っています。今を誠実に生き、思わぬ困難

が押し寄せてきても、良い知恵を集め何とか乗り越えて未来に希望を持ち続けます。 

 

さて、９日（火）は新しいユニフォームレンタル事業のオープニング式を、朝礼の時間帯を使って簡単に行いま

した。１日（月）には、新会社・（株）七つ葉のクローバがスタートしました。ホームインステッド事業を足場に、この



地域でシニア向けサービスを更に深めて行きます。連休前の第２５回ダスキンフェアーでも、新しく暮らしのラブ

レター商品の取り扱いやダスキングにも登場してもらいました。常に時代に即した新しい事にチャレンジし、進化

し続ける我々でありたいと願っています。変化に果敢に対応できるものだけが、ずっと生き残って行けるので

す。 

 

この連休は、晴天に恵まれましたが、早や真夏日も全国各地で発生したようです。桜咲く春は、あっという間

に去りました。日本の四季は、春夏秋冬とゆったり流れていたのが、いつの間にか春と秋が短くなり、夏と冬の

長い亜熱帯気候に変わりつつあります。豪雨や地震等の災害も増えて来ました。それでも世界から見ると、日

本は自然環境に恵まれた心豊かな国民性と規律や秩序が守られた安全な社会が維持されています。日本は、

良い国です。人間性に優れ、真面目に働く優秀な国民性が日本の国を形づくるのでしょう。 

 

それでは、今後ともよろしくお願いいたします。 

                                                 ありがとうございました。 合掌 


